
２０２２年度 第９回 スポーツ・健康科学研究科委員会議事録 

 

日時 ： ２０２２年 １２月１３日（火）１３時３３分～１４時５９分 

場所 ： 東松山校舎管理棟大会議室 

構成員： １８名（定足数１０名） 

出席数： １７名（定足数充足） 

欠席者：  １名 

                                 

議  長： 勝又  宏  スポーツ・健康科学研究科委員長 

 

《報告事項》 

１．研究科委員長会議および大学院評議会（１２月１２日）からの報告について   【資料１】 

①２０２２（令和４）年度大東文化大学学位記授与式実施計画について 

②２０２３（令和５）年度大東文化大学入学式実施計画について 

③２０２３年度大学院研究科委員長会議および大学院評議会会議日程について 

議長より添付資料の通り説明された。なお、事務方より③の資料が不足しているため、ML 等で再周知

を行うことが補足説明された。 

 

２．２０２２年度修士学位論文計画書の提出について               【資料２】 

議長より添付資料の通り、M１の 9名全員より提出された旨報告された。 

 

３．その他 

①健康科学科退職教員最終講義について        【資料なし】 

議長より、今年度で退職予定教員の最終講義について、学科と大学院の合同実施を予定しているため、

健康科学科において打ち合わせを進めてもらいたいと説明され、これが承認された。 

 

 

《報告承認事項》 

１．大東文化大学大学院生に関わる学術研究活動助成規程の制定（案）について   【資料３】 

議長より、１０月に報告していた件について資料の通り説明がなされ、これが追認された。 

 

２．その他 

特になし 

 

《議 案》 

１．大学院研究科次期研究科委員長および専攻主任の選出に伴う選挙について（選挙管理委員会報告）                                 

【資料４】 

担当教員より添付資料に基づき選挙スケジュールや実施概要について説明がなされ、これが承認された。 

 



２．修士論文発表会（２０２３年１月２５日）の実施について           【資料５】 

議長より添付資料に基づき説明がなされ、これが承認された。今年度は水曜日（会議日）開催という

こともあり、発表・口頭試問については zoomを使用することが説明された。また、タイムキーパーや

記録係についてもM１に任せることが補足され、あわせて承認された。 

 

３．修士論文提出に係る手続きについて                                         【資料６】 

事務方より、既に過去の会議にて承認となっている件について資料を基づき説明がなされ、日程が近

づいたためリマインドとして再度確認依頼があり、これが承認された。 

 

４．冬期休暇中の大学院生の施設利用について                  【資料７】 

事務方より、添付資料に基づき説明がなされ、これが承認された。 

 

５．９号館空調工事に伴う大学院教室の一時利用について             【資料８】 

事務方より、授業のない１月～２月に 9号館空調工事が実施されることに伴い、学科事務室や教員の

一時移動場所として大学院教室を利用することの提案がなされ、これが承認された。 

 

６．２０２４大学院案内の作成について（教員紹介／院生インタビュー）      【資料９】 

事務方より説明がなされ、教員紹介や研究会員長の挨拶等については新執行部決定後に調整し、院生

インタビューについても院生 1名が選出され、これが承認された。 

 

７．研究科委員長会議および大学院評議会（１２月１２日）からの審議事項について 【資料１０】 

① 大東文化大学大学院及び大東文化大学法務研究科学生外国留学に関する規程の改正（案）並びに大

東文化大学大学院及び大東文化大学法務研究科学生外国留学に関する規程に係る奨学金給付基準の

改正（案）について 

② 大東文化大学大学院学則代５６条に基づく２０２２年度学長賞候補者の推薦について 

③ 大学院改革について   

議長より添付資料に基づき説明がなされ、遠隔授業のスクーリングの可否や特別教育研究コース設置に

種々意見の開陳がなされ、承認された。 

 

８．２０２３年度大学院入試の実施キャンパスについて（２０２３年１０月～）  【資料１１】  

事務方より、添付資料に基づき説明がなされ、２０２３年度入試（２０２３年１０月）の入試から実

施キャンパスを板橋とすることで承認された。また議長より、問題作成については今年度同様志願者

確定後のタイトなスケジュールで準備を行う可能性があるため、前もって作問担当教員や問題作成を

進める方針で運営を行う旨提案がなされ、これが承認された。 

 

８．学習成果の可視化に伴う研究科の評価指標の活用結果について        【資料１２】 

① 院生からの学会等情報提供について                                    【資料１３】 

② 修士論文発表会の発表評価について                  【資料１４】 

③ 修論文発表会のアンケート実施について                【資料１５】 

議長より添付資料に基づき説明がなされ、すべて承認された。 

 



９その他 

特になし 

 

最後に議長は、研究科委員会の終了を宣して、１４時５９分に閉会した。 

 

以上 

 


